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Ａ．研究目的 
 我が国において発生している細菌性食中毒の多
くはCampylobacter jejuniまたはC. coliによるもの
である。Campylobacter属菌による食中毒は我が国の
みならず、世界中で問題となっている。 
 しかしながら本菌属は微好気性細菌であり、検
出・培養に時間がかかるため、食品の安全確保には、
迅速かつ簡便でかつ高感度の検出方法の構築が重
要となる。そのため、Campylobacter属菌の中で我が
国において食中毒細菌に指定されているC. jejuni、
C. coliを迅速かつ簡便に検出するイムノクロマト
グラフィーの構築を目標に、これまでに研究代表者
が作製してきた抗体をスクリーニングしC. jejuni
のみまたはC. jejuniおよびC. coliに反応する抗体を
見出してきた。本研究では、菌体の培養条件・培養
時間において抗体との反応性が変化するか検証を
行うことを目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
1. C. jejuni 5菌株を5%馬血液加寒天培地、または
血液を含まない同寒天培地にて24, 48または72 h
培養後菌体を回収 
2. 菌体を4種類の抗体（C. jejuni特異抗体: 3種類、
C. jejuni, C. coli特異抗体: 1種類）とそれぞれ反応
させた後、蛍光標識した2次抗体と反応させた 
3. FCMにて各抗体との反応性を蛍光強度の強弱で
サンプルを解析した 
（倫理面への配慮） 

該当しない 
 
Ｃ．研究結果 
 24, 48, 72時間培養したいずれの菌株も培養し
た培地の違いに関わらず、4種類の抗体に供試した5
菌株は全て反応した。 
 ほとんどの菌株において、血液がない状態で培養
した場合の菌体の方が各抗体との反応性が高い傾
向にあった。 
 培養時間と抗体との反応性については菌株ごと
に異なっており、培養時間が短いほど反応性が高い
菌株もあれば、培養時間が長いいほど反応性が高く
なる菌株も存在しており、反応性の違いは菌株ごと
に異なっていた。 
Ｄ．考察 
 選定した4種類の抗体は全て、様々な培養条件で
培養した菌株と反応した。培養条件によって反応性
の強弱は確認されたが、一定の割合で抗体と反応す
る菌体が存在していたことから、様々な状況下のC
ampylobacter jejuniを検出することができる抗体
であることが示唆される。 
 培養条件により、抗体との反応性は異なっており、
かつ反応性の違いは菌株により様々であった。今回
の実験系では菌体表面上に反応加のである状態の
標的のみを検出し評価しているため、発現していな
い菌体も存在するため反応性に違いが出ているの
か、菌体表面に発現しているのではなく菌体内部等
に今回の実験系で評価できない状態で発現してい
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るのかを今後検討していく必要があると考えられ
た。 
Ｅ．結論 
 本研究で構築した4種類の抗体は様々な状態のC.
jejuniの生菌と反応することが確認されたことよ
り、これらの抗体は患者や食品からのC. jejuni
を検出するためのイムノクロマトグラフィーへの
応用が大いに期待できる抗体であることが明らか
となった。さらに、各抗体の標的が常時同程度発
現しているわけではないことが明らかとなったこ
とより、これらの構築した抗体を迅速診断法の構
築のみでなく、今後標的の発現条件を見出してい
くことで、Campylobacter属菌が患者の体内や環
境中でどのような発育状態で分布しているのかを
明らかとするためのツールとしての役割も期待で
きると考えられる。 
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